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香
川
県
仏
教
会
長

泥
ま
ず
、
本
大
会

が
全
歯
並
に
岡

山
、
新
潟
を
始

め
、
全
国
都
道
府

県
並
に
真
言
宗
、

ま
た
仏
教
各
宗
派

の
竜
象
有
志
篤
信

の
方
々
の
御
指
導

と
御
後
援
に
依
り
何
の
滞
り
も
無
く
閉
幕
し
た
こ
と
を
瑞
祥
す

る
と
共
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
本
大
会
が
成
功
し
た
か
否
か
は
、
最
初
の
希
望
、
目
的
を
ど

こ
に
置
く
か
に
よ
り
各
人
各
様
の
意
見
が
生
じ
て
来
る
。

　
予
定
の
東
北
、
関
東
、
近
畿
の
三
県
が
本
年
は
引
受
け
兼

ね
、
亦
総
本
山
善
通
寺
も
辞
退
さ
れ
、
高
野
山
大
会
以
来
十
八

年
間
毎
年
連
続
挙
行
出
来
た
の
に
本
年
は
開
催
が
あ
や
ぶ
ま
れ

た
の
が
無
二
執
行
さ
れ
た
、
こ
れ
だ
け
で
も
成
功
と
言
え
な
い

こ
と
は
無
い
。
殊
に
盛
儀
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
大
成
功
と
い
う

も
誇
大
で
は
な
い
と
思
う
。

　
し
か
し
そ
れ
程
多
大
の
努
力
と
犠
牲
に
よ
り
開
催
し
た
大
会

が
如
何
程
全
一
仏
教
に
貢
献
し
た
か
、
大
会
が
一
般
大
衆
を
如

伺
程
教
化
し
、
決
議
事
項
が
如
埋
墓
実
践
出
来
る
か
を
考
え
る

と
き
多
少
趣
を
異
に
し
、
淋
し
み
を
禁
じ
得
な
い
。
殊
に
全
仏

の
内
容
組
織
を
熟
知
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
に
出
席
し
た
こ

と
の
な
い
事
務
局
青
年
僧
、
全
日
仏
に
縁
の
薄
い
市
郡
町
仏
の

方
々
に
は
大
き
な
成
果
を
期
待
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

逢

坂

恵

勝

共
催
た
る
に
か
か
わ
ら
ず
全
仏
が
募
金
事
務
そ
の
他
総
て
を
地

元
仏
教
会
へ
放
り
つ
け
ら
れ
た
点
は
不
満
で
あ
っ
た
と
思
う
、

し
か
し
屡
く
大
会
に
出
席
し
て
同
様
の
不
満
に
馴
れ
、
立
仏
が

非
協
力
と
い
う
よ
り
組
織
上
、
こ
れ
以
上
年
玉
に
依
頼
出
来
な
．

い
実
情
を
知
っ
て
い
た
私
は
、
こ
れ
を
普
通
定
例
と
心
得
え
て

い
た
。
今
ま
で
の
大
会
が
総
て
地
元
負
担
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
事
務
総
局
の
局
長
以
下
の
方
々
が
措
く
来
県
さ
れ
平
心
に

指
導
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
深
謝
の
他
は
な
い
。
役
職
に

し
て
も
、
諸
仏
会
長
則
大
会
会
長
の
場
合
も
あ
り
、
地
元
の
大

徳
が
就
任
す
る
例
も
有
っ
た
が
、
大
谷
さ
ん
が
会
長
に
な
れ
ば

賢
く
来
県
し
て
慰
労
も
充
分
だ
か
ら
、
借
金
が
出
来
て
も
大
宗

派
大
財
閥
で
心
配
に
は
及
ば
な
い
、
と
の
甘
い
考
え
も
流
れ
た

蚊
に
お
い
て
、
浅
学
も
菲
才
も
経
験
の
有
無
も
考
え
ず
、
欠
損

処
理
も
覚
悟
の
上
で
重
責
を
汚
し
た
。

　
大
会
受
諾
も
、
「
私
は
豊
山
派
だ
、
，
豊
山
派
も
真
言
宗
だ
」

と
の
全
量
組
織
伊
東
部
長
の
熱
心
な
し
ょ
う
よ
う
に
市
郡
町
仏

教
会
に
図
り
賛
同
を
得
た
が
、
部
長
始
め
諸
先
生
に
は
無
理
難

題
を
申
し
、
気
侭
勝
手
の
不
満
を
申
し
て
済
ま
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
新
潟
大
会
の
如
く
五
拾
万
円
の
助
成
金
の
上
に
、
各

宗
派
の
名
僧
に
染
筆
を
依
頼
す
る
事
、
一
日
一
訓
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
る
か
ら
聖
句
と
染
筆
を
依
頼
す
る
事
、
全
仏
の
経
費
で

四
国
自
県
の
仏
教
各
宗
派
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
こ
と
の
三
つ
を

要
請
し
た
。
第
一
の
名
僧
墨
蹟
展
は
高
松
三
越
で
盛
況
を
極
め

た
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
十
万
の
諸
大
徳
に
敬
意
と
感

謝
を
捧
げ
る
。
第
二
の
一
日
一
訓
は
事
務
連
絡
の
手
違
い
も
あ

り
、
亦
今
ま
で
に
一
カ
月
三
十
一
日
、
三
十
一
点
入
用
の
処
十

余
慶
し
か
入
手
出
来
ず
、
早
く
か
ら
得
難
き
聖
訓
染
筆
を
頂
い

た
大
徳
に
は
申
訳
な
く
、
蚊
て
御
詫
び
串
上
げ
、
全
国
参
加
の

・
方
に
差
上
げ
ん
と
意
気
込
ん
で
い
た
事
務
局
は
拍
子
抜
け
の
感

が
し
て
い
る
。
第
三
の
四
国
四
県
ブ
ロ
ッ
ク
結
成
も
、
諸
種
の

事
情
、
高
松
市
仏
会
長
の
長
期
入
院
を
始
め
、
三
県
の
仏
教
会

長
も
次
ぎ
次
ぎ
と
交
代
さ
れ
万
事
は
意
の
如
く
成
ら
ず
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
大
会
の
成
果
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
－
、
県

仏
に
加
入
寺
院
が
一
層
融
和
親
密
強
固
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
こ
の
機
会
に
加
入
し
た
郡
仏
、
寺
院
が
多
く
全
寺
院
加
入

の
実
現
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
2
、
四
国
四
県
ブ
ロ
ッ
ク
も
大

会
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
伺
と
か
実
現
し
た
い
と
四
郷

と
も
実
動
し
て
い
る
こ
と
。
3
、
自
他
各
宗
派
と
の
協
調
親
睦

が
出
来
た
こ
と
。
殊
に
私
と
し
て
は
待
望
の
真
言
会
が
開
か
れ

雪
融
予
想
が
五
十
五
名
増
加
し
て
、
も
し
大
会
役
職
員
が
参
加

出
来
、
仏
青
結
成
の
時
間
と
別
な
れ
ば
二
百
名
を
越
す
程
の
盛

会
で
あ
っ
た
。
4
、
こ
れ
を
機
会
に
、
香
川
県
議
信
徒
と
香
川

県
仏
教
青
年
会
が
結
成
せ
ら
れ
、
育
成
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と

5
、
剰
余
金
も
生
じ
、
災
害
共
済
を
結
成
す
る
と
か
、
仏
教
会

創
立
募
金
に
当
て
る
と
か
種
々
様
々
の
浄
業
計
画
が
浮
び
上
っ

て
い
る
こ
と
。
6
、
中
井
竜
玉
算
下
本
葬
に
際
し
、
知
事
、
町

長
、
総
代
等
悉
く
が
本
大
会
を
織
込
ん
だ
弔
詞
が
あ
り
、
大
会

の
こ
と
も
種
々
論
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
一
般
大
衆
檀

信
徒
間
に
か
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
と
思
う
。
7
、
社
会
見
学

に
も
な
り
、
各
宗
派
の
実
状
も
知
り
、
聖
者
に
触
れ
、
名
僧
に

遇
い
、
愛
宗
護
法
の
青
年
僧
、
全
一
仏
教
に
挺
身
せ
ん
と
す
る

若
人
、
既
成
仏
教
に
特
に
愛
惜
す
る
篤
信
者
の
多
き
を
知
り
こ

れ
ら
を
結
集
組
織
の
必
要
を
感
じ
た
こ
と
。

　
一
回
も
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
な
く
、
た
と
え
参
加
し
て
も

当
地
で
開
催
す
る
な
ど
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
者
ば
か
り
の
集

り
、
如
伺
に
す
べ
き
か
、
五
里
霧
中
、
暗
中
模
索
す
る
の
み
、

前
開
催
地
の
記
録
が
唯
一
の
指
針
で
、
岡
山
県
仏
で
は
、
開
催

一一2
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前
に
五
十
名
も
研
究
の
た
め
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
新

潟
大
会
の
膨
大
な
予
算
決
算
を
見
て
標
い
上
る
思
い
で
受
諾
の

無
謀
な
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
檀
信
徒
の
協
力
と
結
成
を
痛
憾
し
て
い
た
如
、
四
仏
よ
り
参

議
院
侯
補
推
薦
の
依
頼
を
受
け
た
、
香
川
県
檀
信
徒
会
結
成
に

際
し
、
自
民
党
公
認
侯
補
大
庭
氏
を
檀
信
徒
会
長
に
推
挙
し
て

大
会
の
運
命
を
か
け
た
。
衆
議
員
六
名
中
門
名
ま
で
自
民
党
で

占
め
て
い
る
保
守
王
国
で
思
は
ぬ
栄
冠
を
逸
し
た
、
頼
り
の
綱

が
切
れ
た
ば
か
り
か
非
難
が
一
身
に
集
中
し
た
。

　
幸
に
七
月
一
旧
全
仏
は
年
中
行
事
の
第
十
六
回
講
習
会
を
大

会
の
御
待
ち
受
け
行
事
と
し
て
、
地
元
高
松
で
開
い
て
く
れ
た

事
務
局
並
に
地
元
仏
教
会
の
奔
走
に
依
り
、
雨
天
に
か
か
わ
ら

ず
満
堂
の
聴
講
者
を
得
て
、
講
演
内
容
も
良
く
、
大
庭
檀
信
徒

会
長
も
淡
々
と
し
て
挨
拶
さ
れ
て
前
景
気
と
し
て
は
申
し
分
の

な
い
講
習
会
で
あ
っ
た
。

　
市
郡
町
の
仏
教
会
と
事
務
局
と
の
会
合
も
次
第
に
繁
く
な
り

大
会
へ
の
気
運
は
盛
上
っ
て
来
た
。
善
通
寺
に
続
い
て
中
井
竜

瑞
御
前
は
八
三
寺
、
屋
島
寺
、
さ
ら
に
御
自
身
と
三
つ
の
記
帳

と
同
時
に
即
金
を
頂
い
た
。
屡
く
訪
問
依
頼
し
て
い
た
大
会
社

の
募
金
も
順
調
に
進
ん
だ
と
は
申
せ
、
会
社
に
し
て
も
寺
院
に

し
て
も
不
在
勝
ち
で
日
月
の
消
光
の
早
い
こ
と
に
焦
慮
し
は
じ

め
た
。

　
県
内
の
市
郡
四
仏
で
も
夫
々
困
難
な
募
金
に
熱
中
し
は
じ
め

た
。
三
木
町
で
は
盛
夏
炎
天
の
も
と
、
会
員
四
十
余
名
、
病
弱

を
問
わ
ず
全
員
八
日
間
の
托
鉢
募
金
に
気
勢
を
掲
げ
た
が
、
病

気
の
二
和
尚
は
大
会
を
前
後
し
て
御
他
界
遊
さ
れ
た
。
痛
惜
感

激
の
涙
留
め
得
ず
、
善
通
寺
市
仏
で
は
、
被
生
活
保
護
世
帯
ま

で
も
、
兄
の
遺
品
を
換
金
し
て
後
援
し
て
く
れ
る
な
ど
、
各
郡

会
悉
く
実
情
即
応
の
募
金
に
計
画
を
立
て
香
川
県
内
の
市
郡
町

の
仏
教
会
は
大
会
ま
で
全
部
分
担
金
完
納
に
成
功
し
た
。

　
九
月
末
に
は
、
県
外
の
竜
象
大
徳
の
援
助
を
思
い
立
ち
、
嵯

峨
大
覚
寺
に
、
乃
村
門
跡
に
拝
眉
、
慈
顔
に
涙
を
浮
べ
、
こ
の

度
の
大
役
御
苦
労
で
す
と
、
依
頼
の
言
葉
も
出
さ
な
い
内
に
、

如
何
程
後
援
す
れ
ば
よ
い
か
と
、
多
額
の
現
金
を
差
出
さ
れ
、

た
だ
三
拝
九
拝
す
る
の
み
、
味
岡
執
行
長
も
本
山
と
し
て
と
さ

ら
に
多
額
の
寄
付
を
頂
き
、
御
室
仁
和
寺
に
、
森
門
跡
を
拝
顔

せ
ば
「
今
頃
何
を
し
て
い
る
か
、
岡
山
大
会
の
と
き
に
は
、
高

峰
大
僧
正
は
四
回
程
も
来
訪
依
頼
を
受
け
た
、
し
か
し
在
暖
し

て
い
て
よ
か
っ
た
。
留
守
中
に
来
て
も
差
支
な
い
よ
う
に
随
員

に
嘆
け
て
置
い
た
と
、
封
書
用
意
の
多
額
の
浄
財
を
渡
さ
れ
、

立
部
執
行
長
も
大
覚
寺
に
同
調
し
ま
す
と
芳
志
を
頂
き
、
こ
れ

亦
合
掌
す
る
ば
か
り
、
夜
分
東
寺
の
木
村
長
者
の
御
自
坊
を
訪

れ
来
意
を
申
せ
ば
、
夜
分
だ
か
ら
と
、
前
の
二
本
山
と
同
額
の

記
帳
頂
き
有
難
く
退
出
し
た
。
翌
日
醍
醐
寺
に
参
る
、
こ
の
本

山
は
仏
教
会
に
は
批
判
的
で
、
勿
論
全
日
仏
に
も
京
都
府
仏
に

も
市
仏
に
も
加
入
し
て
い
な
い
、
し
か
し
、
は
る
ば
る
来
ら
れ

た
の
だ
か
ら
と
、
本
山
と
し
て
多
額
の
即
金
を
拝
受
し
た
。
さ

ら
に
諸
寺
歴
訪
し
て
高
野
山
に
も
と
思
っ
た
が
急
用
の
た
め
果

せ
な
か
っ
た
。

　
事
務
局
は
日
を
追
う
て
多
忙
を
極
め
、
複
雑
錯
綜
し
、
殊
に

宿
泊
申
込
者
の
通
知
な
き
キ
ャ
ン
セ
ル
の
た
め
、
多
大
の
損
失

を
招
い
た
の
み
な
ら
ず
仏
青
の
純
真
な
心
を
索
け
た
の
は
遺
憾

で
あ
っ
た
。

　
本
大
会
へ
の
道
は
平
坦
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
山
険
し
け
れ

ば
険
し
い
程
、
高
け
れ
ば
高
い
程
、
頂
上
に
達
し
た
歓
び
も
爽

さ
も
そ
れ
に
比
例
し
て
大
で
あ
る
。
大
会
当
日
は
前
後
曇
天
雨

天
に
は
さ
ま
れ
た
二
日
間
、
絶
好
の
晴
天
好
日
で
、
参
加
者
が

予
定
を
超
過
し
て
、
数
百
計
場
外
に
あ
ふ
れ
、
嬉
し
き
？
悲
鴫

を
あ
げ
た
が
、
事
情
を
説
明
す
れ
ば
静
か
に
別
室
で
待
機
し
て

頂
い
た
こ
と
な
ど
真
に
仏
教
徒
な
ら
で
は
の
光
景
で
有
難
く
思

っ
た
が
、
恒
に
零
細
と
多
忙
に
悩
ま
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に

も
増
し
て
感
謝
感
激
す
べ
き
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

並
走
と
感
激
の
連
続
と
も
い
う
短
き
で
あ
っ
た
。
重
ね
て
本
大

会
に
物
心
両
面
に
亘
り
て
御
協
力
御
指
導
頂
い
た
多
く
の
方
々

に
深
謝
し
「
み
ほ
と
け
の
も
と
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ご
う
」
を

い
よ
い
よ
推
し
進
め
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

イ
ン
ド
流
入
東
パ
キ
ス
タ

ン
難
民
救
援
金
感
謝
録

一
金
壱
千
円
也
　
山
田
龍
城

一
金
弐
万
円
也
　
真
如
苑

一
金
弐
千
弐
百
弐
拾
弐
円
也

一
金
壱
万
円
也

一
金
壱
万
円
也

指
金
壱
千
円
也
，

一
三
弐
千
円
也

下
金
五
千
円
也

一
石
壱
千
円
也

回
金
五
千
円
也

一
金
弐
千
円
月

一
金
弐
千
円
也

一
金
壱
千
円
也

一
金
弐
千
円
也

一
門
弐
千
円
也

一
当
壱
万
円
一

向浅茅
嶽草河
寺寺前

（
十
二
月
三
日
現
在
）

　
　
　
（
敬
称
略
）

市
山
淑
子

真
言
宗
山
階
派
宗
務
所

佐
藤
密
雄

光
明
学
園
相
模
原
高
校

南
多
摩
仏
教
会

藤
沢
商
高
校

根
来
寺

立
石
寺

結
城
令
聞

醍
醐
寺

国
泰
寺

一
金
五
万
円
也
善
光
寺

一
金
壱
千
円
也

一
金
壱
万
円
也

一
金
壱
万
円
也

一
金
参
千
円
也

称
名
寺

妙
心
寺

東
北
福
祉
大
学

教
王
護
国
寺

一
団
壱
万
円
也
　
木
辺
宣
慈

3
一
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世
界
高
僧
合
同
大
法
会
に
参
列
ル
て

全
日
本
仏
教
会
国
際
局
長

　
韓
国
駐
日
一
目
宗
弘
法
院
一
行
願
師
よ
り
、

十
月
始
め
に
世
界
高
僧
合
同
大
法
会
（
菩
薩
戒

授
与
と
世
界
平
和
祈
願
奉
修
）
を
釜
山
梵
魚
寺

を
会
場
と
し
て
開
催
す
る
か
ら
、
是
非
と
も
日

本
仏
教
教
団
よ
り
代
表
を
推
薦
し
て
出
席
し
て

欲
し
い
と
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

　
事
務
総
長
伊
藤
哲
雄
師
と
御
相
談
し
各
宗
管

長
還
魂
あ
る
い
は
宗
務
総
長
狙
下
等
の
御
都
合

を
問
合
せ
て
み
た
も
の
の
十
月
と
い
う
こ
の
シ

ー
ズ
ン
は
ど
の
御
宗
派
も
日
程
は
ギ
ッ
シ
リ
詰

っ
て
い
て
御
都
合
が
つ
け
ら
れ
な
い
、
や
む
な

く
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
ど
し
て
国
際
局
長
が
出
向

せ
ざ
る
を
得
な
い
仕
儀
に
な
っ
て
、
柳
了
堅
部

長
同
道
し
て
本
合
同
大
法
会
出
席
の
た
め
準
備

に
か
か
っ
た
。

　
韓
国
は
さ
し
て
遠
い
国
で
は
な
い
。
未
知
未

見
の
地
で
も
な
い
。
想
え
ば
昭
和
十
八
年
十
一

新

間

信

雄

月
に
老
兵
召
集
を
う
け
釜
山
に
上
陸
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
折
積
み
込
ま
れ
た
貨
車
の
扉
の

ス
キ
間
か
ら
は
る
か
の
三
日
を
遠
望
し
天
空
を

突
き
射
す
鋪
石
堀
然
た
る
山
容
に
南
画
山
景
を

思
い
“
画
か
き
は
嘘
は
か
か
な
い
も
の
だ
な
”

な
ぞ
と
心
に
合
つ
ち
を
う
っ
た
こ
と
な
ど
記
憶

の
な
か
に
ボ
ン
ヤ
リ
と
映
っ
て
来
た
。

　
十
月
三
十
日
は
些
々
荒
れ
模
様
の
空
で
あ
っ

た
が
、
九
時
二
十
分
の
羽
田
国
内
線
出
発
所
か

ら
大
阪
に
む
け
て
飛
び
立
ち
、
大
阪
で
乗
り
込

む
柳
部
長
と
共
に
午
後
十
四
時
四
十
五
分
発
の

大
韓
航
空
に
塔
乗
、
い
さ
さ
か
”
陵
虐
風
餐
”

の
天
候
に
行
先
を
案
じ
た
が
、
離
陸
後
五
十
分

頃
に
前
方
は
孟
秋
の
陽
光
さ
ん
た
る
気
象
に
か

わ
っ
た
。
韓
国
釜
山
の
空
は
明
る
い
秋
の
日
射

し
で
輝
い
て
い
る
。
日
本
海
も
一
ま
た
ぎ
、
機

は
急
角
度
で
空
港
に
車
輪
を
重
々
し
く
つ
け

た
。　
す
で
に
出
迎
え
の
人
々
が
空
港
に
あ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
両
名
は
空
港
儀
典
係
長
田
沢
栄
誉
の

先
導
に
て
貴
賓
室
に
招
じ
ら
れ
花
束
贈
呈
、
名

刺
交
換
等
型
の
如
く
、
や
が
て
殆
ん
ど
フ
リ
ー

パ
ス
で
港
外
駐
車
場
よ
り
指
定
車
に
乗
る
、
ま

も
な
く
先
頭
に
パ
ト
カ
ー
二
台
が
サ
イ
レ
ン
を

な
ら
し
釜
山
の
葉
桜
道
路
に
そ
っ
て
往
く
、
百

来
お
き
に
小
銃
を
肩
に
し
た
警
官
が
立
ち
、
学

校
区
ら
し
い
区
切
り
方
で
そ
の
道
路
添
い
の
学
，
「

校
生
徒
が
韓
国
旗
を
振
り
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

・
る
。
や
が
て
九
十
九
折
の
山
路
を
会
場
た
る
梵

魚
寺
に
到
着
し
た
。
全
山
紅
葉
し
、
韓
国
特
有

の
カ
ー
ブ
を
つ
け
た
屋
根
を
極
彩
色
の
装
飾
柱

で
支
え
た
寺
院
建
築
で
あ
る
。
山
門
を
く
ぐ
り

急
な
石
段
を
登
る
と
視
界
一
杯
に
梵
魚
寺
の
大

詰
が
せ
ま
っ
て
く
る
な
か
を
案
内
の
僧
に
み
ち

び
か
れ
“
こ
れ
よ
り
修
道
の
僧
以
外
這
入
る
べ

か
ら
ず
”
と
注
意
札
の
立
て
ら
れ
て
い
る
築
地

土
塀
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
左
方
に
禅
堂
あ
り
、

－
そ
の
前
庭
は
広
く
テ
ン
ト
が
目
張
り
程
つ
く
ら

れ
背
後
に
竹
薮
を
通
し
て
秋
陽
照
る
女
性
的
内

・
容
の
山
を
み
る
一
隅
に
、
間
数
七
転
程
の
建
物

が
あ
る
。
そ
の
一
房
に
荷
物
を
置
き
旅
装
を
と

い
た
。
大
阪
よ
り
同
乗
し
た
中
華
仏
教
親
善
協
．

会
設
立
者
清
度
法
師
と
は
別
室
に
分
れ
、
明
日
．

に
控
え
た
合
同
大
法
会
の
打
合
せ
な
ど
で
意
外
．

に
時
間
を
つ
い
や
し
、
十
一
時
近
く
寝
に
つ
い
．

た
。
明
朝
は
六
時
集
合
の
由
、
オ
ン
ド
ル
の
一

小
房
、
小
卓
子
に
・
一
輪
の
花
を
さ
し
、
水
差
し
に

は
清
水
を
満
た
し
て
コ
ッ
プ
が
添
え
て
あ
る
ゆ

そ
の
他
細
心
の
注
意
と
言
語
的
相
違
を
越
え
て

心
あ
た
た
ま
る
所
遇
に
は
感
謝
の
合
掌
で
答
え

る
の
み
で
あ
る
。

　
山
寺
森
閑
た
る
静
寂
の
裡
に
更
け
て
逝
く
、

時
折
枕
辺
に
か
よ
う
は
房
前
の
砂
地
を
往
く
寺

僧
の
足
音
な
ら
ん
、
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
昼
間

に
見
た
釜
山
街
道
の
警
官
と
同
じ
服
装
を
し
小

銃
を
肩
に
し
た
警
官
二
人
が
懐
中
電
灯
を
手
に
，
「

案
内
し
て
下
さ
っ
た
の
に
は
驚
く
と
共
に
改
め

て
感
謝
の
念
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
会
第
一
日
の
朝
を
む
か
え
る
。
梵
魚
山
の

紅
葉
は
朝
暉
を
う
け
て
全
山
燃
ゆ
る
如
く
、
大

’
空
は
一
三
一
色
、
’
大
気
は
実
に
美
味
い
、
こ
こ

、
に
は
自
然
の
恩
寵
が
豊
か
に
満
ち
て
あ
る
。

　
午
前
十
時
開
会
式
の
合
図
に
よ
っ
て
式
場
に

入
る
。
大
き
な
額
に
は
”
世
界
高
僧
菩
薩
戒
法

会
”
と
し
た
た
め
幾
壇
か
の
白
布
の
机
を
前
に

「
し
て
階
層
的
に
装
置
し
て
あ
っ
た
。
三
下
の
前

庭
は
す
で
に
群
参
の
大
衆
で
満
杯
で
あ
る
。
韓

国
外
務
官
僚
、
海
軍
参
謀
長
、
艦
隊
司
令
官
、

、
．
市
長
公
署
関
係
代
表
等
々
名
流
人
士
婦
人
ら
し

い
姿
も
美
く
し
い
。

　
次
に
開
式
順
を
掲
げ
て
式
進
行
に
か
え
る
。

気
1
打
鐘
②
開
会
宣
言
3
奏
楽
4
三
阪
依
礼
5
開

．
会
辞
⑤
経
過
報
告
7
法
語
8
激
励
辞
9
政
府
代

表
致
辞
n
公
館
罠
蕪
辞
1
1
歓
迎
辞
1
2
祝
辞
1
3
答

，
辞
1
4
奏
楽
1
5
四
弘
誓
願
1
6
閉
会
宣
言

　
午
後
一
時
よ
り
四
時
三
十
分
頃
ま
で
菩
薩
戒

を
敬
受
せ
ん
と
の
深
い
信
仰
心
を
も
っ
た
大
衆

に
説
法
が
行
な
わ
れ
る
。
中
国
仏
教
会
代
表
の

白
聖
師
と
≦
ま
》
ピ
＞
o
。
一
蜜
師
が
そ
れ
ぞ
れ
菩

薩
戒
大
法
会
の
意
義
を
た
た
え
、
含
蓄
に
富
ん

だ
な
か
に
も
平
易
な
説
法
で
聴
聞
露
量
の
大
衆

に
呼
び
か
け
る
。
説
法
昏
乱
国
語
に
通
訳
さ
れ

再
演
さ
れ
る
が
、
前
後
約
三
時
間
半
以
上
、
少

し
の
ざ
わ
め
き
も
な
く
静
粛
に
進
行
し
終
了
し

た
と
き
は
満
場
大
拍
手
の
感
激
で
あ
っ
た
。

　
大
会
第
二
日
十
一
月
一
日
は
八
時
三
十
分
よ

り
“
↓
＝
国
℃
U
国
d
＞
〈
O
男
〉
＜
国
一
）
田
”
師
の

講
演
あ
っ
て
十
時
よ
り
日
本
仏
教
代
表
云
々
と

紹
介
ざ
れ
檀
上
に
挨
拶
し
て
講
演
に
入
る
。
日

本
語
を
話
す
の
は
柳
部
長
よ
り
他
に
誰
も
い
な

い
よ
う
な
ム
ー
ド
の
会
場
、
中
国
語
や
韓
国
語

4
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李
能
嘉
師
に
土
産
品
を
贈
呈
す
る

新
間
局
長

そ
し
て
青
年
た
ち
は
殆
ん
ど
英
語
で
あ
る
。
は

た
し
て
自
分
の
日
本
語
法
話
が
韓
国
の
人
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
か
些
々
懸
念
し
た
が
、
三
国

伝
来
の
仏
法
を
語
る
。
必
ず
や
共
感
あ
ら
ん
と

呼
び
か
け
、
法
華
経
二
十
番
常
不
軽
菩
薩
の
心

を
平
易
に
話
し
そ
の
難
行
苦
行
を
語
り
終
え
た

と
き
、
突
如
、
全
く
全
然
で
あ
る
満
場
の
大
拍

手
を
う
け
た
。
韓
国
語
の
通
訳
が
終
っ
て
ま
た

ま
た
大
拍
手
の
共
感
を
い
た
だ
い
た
に
は
、
実

に
う
れ
し
か
っ
た
。
日
本
語
を
知
っ
て
い
る
、

日
㌧
．
語
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
表
面
に
は
そ

れ
を
表
現
し
な
い
と
こ
ろ
に
韓
民
族
の
複
雑
な

気
持
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
檀
を

降
り
小
房
に
も
ど
っ
て
午
後
の
説
法
会
は
白
聖

師
、
韓
国
昔
整
理
、
O
d
＞
Z
O
ピ
一
国
Z
師
と
つ

づ
け
ら
れ
翌
十
一
月
二
日
は
午
前
中
説
法
二
座

午
後
説
法
一
座
の
時
、
二
時
よ
り
三
時
ま
で
、

大
会
主
催
の
世
界
仏
教
連
合
本
部
が
そ
の
祖
国

分
断
国
家
統
一
を
熱
相
し
併
蓋
世
平
和
の
祈
願

祭
が
販
り
行
な
わ
れ
た
の
で
出
席
し
た
。

　
仏
教
曹
渓
宗
、
釈
古
岩
宗
正
、
総
務
院
長
亘

理
潭
、
仏
国
寺
住
持
李
梵
行
軍
師
を
は
じ
め
参

集
し
た
中
国
（
自
由
中
国
）
香
港
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ン
ガ
．
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
、

セ
イ
ロ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
韓
国
な
ど

の
仏
教
代
表
が
首
副
二
導
師
を
つ
と
め
大
衆
唱

念
の
裡
に
厳
粛
且
熱
烈
に
奉
行
せ
ら
れ
た
こ
と

は
時
と
処
を
思
い
合
せ
て
感
慨
無
量
な
る
も
の

が
あ
っ
た
。
分
断
国
家
で
は
な
い
祖
国
日
本
が

す
で
に
思
想
的
価
値
観
的
対
立
で
百
家
騒
鳴
雀

囎
蛙
声
か
ま
び
す
し
く
、
体
制
反
体
制
だ
と
暴

力
闘
争
に
移
行
し
て
い
る
。
三
十
八
度
線
は
国

民
の
感
情
と
意
志
の
中
に
分
断
し
て
布
か
れ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
の
思
い
が
し
き
り
で
あ
っ

た
。
　
十
五
時
よ
り
戒
帖
交
付
式
あ
り
、
三
千
名
の

大
衆
が
静
粛
に
且
喜
々
と
し
て
樋
里
交
付
を
う

け
檀
上
の
わ
れ
わ
れ
に
深
々
と
合
掌
し
て
去
っ

て
行
っ
た
の
は
夕
闇
の
頃
で
、
実
に
印
象
深
か

っ
た
。
当
日
ま
で
の
群
地
点
を
釜
山
新
報
他
各

紙
に
は
三
十
万
と
報
道
し
て
い
た
。
恐
ら
く
導

爆
寺
一
帯
は
各
種
店
舗
の
出
張
で
所
謂
お
祭
り

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
会
場
内
の
し
か

も
修
道
者
以
外
立
入
禁
止
の
小
房
に
あ
る
わ
れ

わ
れ
に
は
終
日
群
声
を
山
彦
に
聴
く
の
み
で
察

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
十
一
月
三
日
は
釜
山
埠
頭
よ
り
駆
逐
艦
に
乗

り
”
水
陸
斉
集
住
仏
箏
”
を
執
行
、
四
日
は
仏

国
寺
、
石
窟
庵
に
参
拝
、
高
麗
古
仏
の
石
像
を

仰
ぎ
、
仏
教
伝
来
の
故
事
を
追
懐
し
、
国
柱
会

田
中
香
甫
先
生
が
年
来
努
力
さ
れ
て
い
る
”
仏

教
伝
来
謝
恩
事
業
”
の
目
的
が
成
就
せ
ら
れ
る

よ
う
に
祈
っ
て
急
ぎ
下
山
、
そ
れ
よ
り
物
凄
い

山
道
を
パ
下
力
1
先
導
で
砂
塵
を
浴
び
つ
つ
約

四
時
間
行
程
で
海
印
寺
到
着
、
高
麗
大
蔵
経
の

法
庫
に
登
妙
之
を
拝
す
”
韓
国
第
一
の
法
財
た

り
”
と
。
海
印
寺
山
房
一
宿
し
珍
ら
し
き
精
進

料
理
に
韓
国
寺
院
め
ぐ
り
の
最
後
の
夜
を
た
の

し
む
。
翌
日
京
城
ー
ソ
ウ
ル
に
出
た
。
ソ
ウ
ル

の
一
日
は
ま
こ
と
に
急
が
し
く
、
李
正
子
女
史

邸
訪
問
、
元
本
願
寺
跡
、
あ
る
い
は
元
護
国
寺

跡
を
柳
師
と
共
に
案
内
の
金
淳
子
女
史
に
つ
れ

ら
れ
訪
ね
た
が
、
今
は
南
北
戦
争
の
た
め
悉
く

破
壊
し
て
し
ま
っ
た
由
。
故
老
に
聞
い
て
“
あ

の
辺
が
”
と
判
る
程
度
で
ビ
ル
街
に
変
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
。
約
束
の
枚
数
を
超
過
す
る
の
で

こ
の
辺
で
墨
筆
す
る
。

　
今
回
の
出
向
に
あ
た
り
全
日
本
仏
教
会
、
日

蓮
宗
宗
務
院
、
国
書
会
田
中
香
甫
先
生
を
始
め

各
方
面
よ
り
御
激
励
や
ら
御
協
力
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
謝
し
ま
す
。
な
お
現
地

で
は
韓
国
仏
教
会
当
量
宗
の
梵
魚
寺
、
海
印
寺

仏
国
寺
の
各
聖
お
よ
び
信
徒
の
方
々
よ
り
大
変

温
い
親
切
な
御
待
遇
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
柳

部
長
と
共
に
心
か
ら
有
難
く
感
謝
し
紙
上
を
借

り
て
お
礼
を
の
べ
さ
し
て
も
ら
い
ま
す
。
な
お

今
回
の
訪
韓
を
機
に
香
港
妙
法
精
会
の
洗
堅
肥

外
匿
名
、
大
韓
仏
教
大
古
宗
、
真
言
宗
、
真
覚

宗
、
天
台
宗
、
仏
入
宗
な
ど
十
数
名
の
方
々
が

相
随
い
で
訪
日
し
、
全
日
本
仏
教
会
よ
り
各
宗

各
本
山
宗
務
院
ら
へ
参
拝
視
察
な
ど
に
つ
い
て

御
配
慮
方
を
煩
わ
し
度
さ
肯
を
お
願
い
致
し
お

き
ま
し
た
。
す
で
に
一
行
は
関
西
方
面
の
巡
拝

を
し
本
稿
印
刷
の
時
分
に
は
そ
の
公
式
日
程
を

．
終
了
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
同

宗
大
本
山
の
御
協
力
、
懇
懇
宗
務
院
の
御
厚
配

東
京
方
面
で
は
天
台
宗
孝
道
山
、
あ
る
い
は
立

正
佼
成
会
事
務
局
の
力
々
に
紙
上
で
は
あ
り
ま

す
が
、
謹
ん
で
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
者
に
よ
る
記
念
撮
影
・

5一
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韓
国
仏
教
各
宗
代
表
団
、
香
港
仏
教
代
表
団

相
つ
い
で
来
日
、
各
宗
本
山
を
訪
問

　
さ
る
十
一
月
十
二
日
洗
塵
法
師
を
団
長
と
す

る
香
港
仏
教
僧
伽
連
合
会
代
表
団
一
名
が
、
さ

ら
に
韓
国
仏
教
各
宗
代
表
団
一
行
九
名
が
十
六

日
そ
れ
ぞ
れ
来
日
し
た
。
全
仏
で
は
両
代
表
団

の
歓
迎
会
を
十
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
菊
水
会

館
三
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
ま
ず
柳
国
際
部
長
の
司
会
に
よ
り
さ
る
十
五

日
急
逝
さ
れ
た
韓
国
曹
渓
宗
総
務
院
長
李
青
潭

禅
師
の
霊
に
対
し
獣
、
祷
を
さ
さ
げ
そ
の
冥
福
を

祈
っ
た
あ
と
、
新
間
国
際
局
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
、
稲
田
理
事
長
の
歓
迎
の
辞
、
両
代
表
団

よ
り
全
仏
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
式
が
あ
っ
て
、

香
港
代
表
団
を
代
表
し
調
戯
会
長
が
、
韓
国
を

代
表
し
孫
大
槍
師
が
そ
れ
ぞ
れ
各
国
仏
教
徒
の

連
帯
と
親
善
を
強
化
し
、
仏
教
の
国
際
発
展
に

一
段
と
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
あ
い
さ
つ
し
た

の
ち
会
食
に
う
つ
り
、
各
界
代
表
の
ス
ピ
ー
チ

が
行
な
わ
れ
、
伊
藤
事
務
総
長
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
も
っ
て
午
後
一
時
終
了
し
た
。

　
な
お
当
日
出
席
し
た
日
本
側
関
係
者
は
、
麻

布
照
海
、
丸
山
日
雄
、
田
中
香
甫
、
塩
入
亮
達

若
山
運
法
、
椎
谷
健
、
寺
田
康
順
、
山
口
智
光

摩
尾
清
之
、
総
持
寺
代
表
の
各
師
を
は
じ
め
稲

田
理
事
長
以
下
局
内
職
員
が
出
席
し
た
。

　
さ
ら
に
一
行
は
滞
日
中
に
仏
教
事
情
視
察
の

た
め
各
方
面
を
正
式
に
訪
れ
非
常
に
日
本
仏
教

の
威
大
さ
に
い
ま
さ
ら
感
激
し
た
よ
う
で
あ
る

　
訪
問
し
た
と
こ
ろ
は
短
日
数
の
た
め
、
主
な

る
と
こ
ろ
と
し
、
総
持
寺
、
孝
道
教
団
、
築
地

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
十
一
月
号
第
　
二
七
写

本
願
寺
、
東
京
本
願
寺
、
全
仏
、
浅
草
寺
、
本

門
寺
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
立
正
佼
成
会
、
日
光

輪
王
寺
、
京
都
知
恩
院
、
関
西
事
務
総
局
、
智

積
院
、
東
本
願
寺
、
西
本
願
寺
、
妙
心
寺
、
東

大
寺
、
法
隆
寺
、
四
天
王
寺
、
高
野
山
な
ど
で

と
く
に
関
西
で
も
知
恩
院
に
お
い
て
歓
迎
会
が

も
た
れ
た
。

　
緊
急
に
各
本
山
へ
連
絡
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

国
際
親
善
の
暖
い
気
持
で
歓
待
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
骨
仏
本
部
で
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
韓
国
の
李
能
嘉
団
長
は
二
十
日
に
お
く
れ
て

来
日
し
、
日
韓
仏
教
親
善
の
具
体
化
と
、
ソ
ウ

ル
に
仏
教
図
書
館
設
立
に
つ
い
て
各
方
面
の
協

力
を
要
請
し
三
十
日
帰
国
し
た
。

バ
リ
ト
ン
博
士
来
日

機
構
改
正
実
施
起
草

委
員
決
ま
る

　
仏
教
東
漸
七
十
年
記
念
会
が
、
昭
和
三
十
八

年
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
帯
し
た
際
に
団
員

四
十
七
名
が
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ン
教
会
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ー
・
チ
ャ
ー
チ
で
仏
教
式
に
よ
る
日
曜
勤
行
が

行
な
わ
れ
、
九
〇
〇
名
の
信
者
が
参
加
す
る
盛

儀
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
主
宰
者
で
あ
る
D
S
バ

リ
ト
ン
博
士
が
、
こ
の
程
来
日
さ
れ
た
の
で
、

来
る
十
二
月
十
二
日
、
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ

ー
が
主
催
し
て
歓
迎
の
会
を
も
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
当
時
の
団
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
参
加
が

期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
全
銀
、
孝
道
教
団
、
日
本
自
由
宗
教
連

盟
が
協
賛
し
て
い
る
。

発
行
人
伊
藤
哲
雄

　
全
仏
の
制
度
調
査
委
員
会
の
答
申
を
得
て
、

理
事
長
が
そ
の
具
現
化
の
た
め
、
各
方
面
に
対

し
て
接
衝
を
つ
づ
け
て
き
た
が
、
十
二
月
七
日

の
評
議
員
会
ま
で
に
、
あ
る
程
度
の
案
を
提
示

す
る
た
め
、
新
し
く
機
構
改
正
実
施
案
起
草
委

員
を
依
嘱
し
、
十
二
月
四
日
そ
の
第
一
回
委
員

会
を
開
催
す
る
。

　
現
在
の
役
員
が
退
任
し
て
も
新
し
く
獣
任
す

る
理
事
会
に
対
し
て
答
申
す
る
も
の
で
、
左
記

の
五
氏
に
委
嘱
さ
れ
た
。

　
伊
藤
　
勝
淳
（
日
蓮
）
　
郡
司
　
博
道
（
東

　
仏
）
　
藤
田
　
説
量
（
浄
土
）
　
別
所
　
弘

　
因
（
智
山
）
　
真
渓
義
貫
（
専
門
委
員
）

　
昭
和
四
十
七
年
版

　
仏
教
徒
手
帳

　
申
込
み
受
付
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
来
年
度
の
仏
教
徒

必
携
「
全
仏
手
帳
」
を
十
一
月
下
旬
に
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
串
込
み

は
全
署
総
務
局
（
東
京
都
台
東
区
西
浅
草

一
ノ
五
ノ
五
〒
＝
一
）
ま
で
。

　
　
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

内恐恐
容紙裁

定
価

縦
十
二
、
二
㎝
×
横
八
、
二
㎝

特
製
合
成
皮
革
（
黒
）

三
帰
依
文
、
四
十
誓
願
、
六
曜

星
刷
込
、
宗
門
聖
日
、
仏
教
徒

の
人
間
像
、
宗
派
・
都
道
府
県

仏
・
団
体
役
員
住
所
録
、
忌
日

年
忌
早
見
表
、
各
県
宗
教
法
人

事
務
主
管
部
局
一
覧
、
そ
の
他

二
五
〇
円
、
送
料
別
実
費

編
集
人
白
幡
憲
佑

　
　
お
こ
と
わ
り

　
役
員
人
事
交
代
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
本

号
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
十
二
月
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お寺に仏旗をかかげよう

たて150C一よこ247C　　￥4，500円　　　小　　70C－100C　　￥L400円

　　　90C－　　135C　　￥2，500円　　　手旗　35C－100C　　￥　300円

　　　　もめん　　別染製　　堅餅　（全日本仏教制定意匠登録済）

　　　各地区仏教会でまとめて御注交の際は価格の御相談に応じます。

大
中

会教

03●843●6341～3

仏
臨

本財団法人　全　日

111東京都台東区西浅草1－5－5

購
台
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